
アイソメ図

※延長，管径，エルボ，弁の個数等を計算書と整合させる
（計算の根拠になります）



断面図

平面図

※記載寸法を排水槽一覧表の寸法と整合させる構造図
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（運転可能な最低水位とすること）

ポンプ起動水位

（釜場内に設定）

ポンプ並列運転水位

警報水位

規定水位

通気管（最小関係５０mm）
※単独で大気開放

流入管

（釜場に直接流入させる）

排水槽の大きさは有効容量
の1.5倍以上とすること

（有効容量）

通気管（最小関係５０mm）
※単独で大気開放



汚水槽

１階平面図
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雑排水
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※槽の種類毎に凡例で色分けし、圧送管及び排水管を記入すること。
同様に各階排水設備配管図も添付すること

配管図(平面)



・湧水，雨水の流入対象面積を明示（色付け）し面積を表示すること
※計算書の対象範囲の値と整合させること

・排水槽の大きさが異形の場合は，公称値として長辺を記載すること
※計算書の排水槽の大きさの面積と一致している必要はない

湧水槽①

湧水対象床面積 ○○㎡
湧水対象壁面積 ○○㎡

湧水、雨水流入面積
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○
○
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湧水槽②

湧水対象床面積 ○○㎡
湧水対象壁面積 ○○㎡

○
○
ｍ

○○ｍ



配管図(系統)
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３階平面配管 ３階平面配管
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※配管図同様に槽の種類毎で色分けし、圧送管及び排水管を記入すること。
排水系統、通気系統を線種で分けること。
地下水位と地下階ＦＬまでの高さを記入する事。
（別途、柱状図等地下水位の確認できる資料を添付すること）

排水系統
通気系統

凡例

高
さ
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入


